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みだしのことについて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の一環として、特別休

暇を下記のとおり運用する。 
 
１．根拠規定 
  社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団契約社員就業規則第３１条第１項第１号１０ 
  （理 由）その他理事⻑が必要と認めた場合 
  （期間等）必要と認める期間又は時間 
 
２．対象職員 
  社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団就業規則第２条第１項第５号に規定する契約社員 
 
３．必要と認める場合 
  契約社員本人が新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に感染し、入院又は自宅等で

療養が必要となった場合 
 
４．必要と認める期間 
  入院又は自宅等で療養が必要な期間。 
  ただし、当該特別休暇は、新型コロナウイルス感染症が世界的に流行している状況に鑑

み、治療及び予防方法が確立されるまでの間に限った特別の措置とする。 
 
５．運用開始日 
  令和 2 年 5 月 1 日 
 
６．承認手続き 
  職員の病気休暇に係る承認手続きと同様（休暇伺及び診断書を総務課に提出） 


